
調布市立第三小学校 校長通信 

 第２号 
          

                  令和３年４月６日発行 校長 辻 久恵 

    

                          

                

 

 お子様のご入学、進級おめでとうございます。 

 昨年度と同様に新型コロナウィルス感染予防のために、着任式、始業式は校庭で間隔をあけて整列

して短時間で行いました。また、入学式は体育館で、座席と座席の間を広くとるとともに換気を行い

ながらの短時間での実施となりました。このような状況ですが子どもたちの元気な顔を見ることがで

きてとても嬉しく思いました。保護者の皆様には消毒、マスク着用、各ご家庭２名以内のご列席等に

ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

 今年度も保護者の皆様、地域の皆様、教職員がひとつになって新型コロナウィルス感染予防に努め

てまいりたいと存じます。お力添えの程、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、今年度は「一人一台のタブレット端末の活用を通した情報活用能力・プログラミング的思考

の育成」「オリンピック・パラリンピック教育の充実」を教育活動の重点といたします。 

今年度の本校の主な取組は、学校だより４月号を、さらに詳しいことは、三小のホームページの学

校営案をご覧いただけましたら幸いでございます。 

 

 

 

 

保護者の皆様、地域の皆様にご理解、ご協力いただきながら子どもにとって満足感、達成感、安心

感のある学校を目指して、教職員が一丸となって邁進してまいります。宜しくお願いいたします。 

 

 

転勤、そして着任した教職員の紹介をしました。  

着任者は一言ずつ子どもたちに挨拶をしました。  

子どもたちは、「よろしくおねがいします。」の 

挨拶とともに拍手でこたえていました。 

 温かくいい雰囲気で迎えることができました。 

 

ご挨拶 

○本校の教育目標＝目指す児童像 

   〇情操豊かな子ども  

   思いやりの心をもち、自他ともに愛せる子ども「自己肯定感・他者肯定感」 

   ○自主的に学ぶ子ども 

   自ら課題を設定し、学び続ける子ども「課題設定・解決力」 

   ○明るく健康な子ども 

   楽しみながら運動し、健やかな心身をつくる子ども「心身の健康増進力」 

 

着任式 始業式 

 担任・専科・職員紹介で子どもたちの新しい

環境で頑張ろうという意欲が感じられました。 

 児童代表の言葉は新6年生でした。コロナ禍

でこれまで工夫してきたこと、最高学年として

頑張ろうという意気込みが伝わってきました。 


